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A purpose of this study is to make it clear how “Tweeting System" made in the 
company has influence that it is good for an individual and the organization. Another 
purpose is to show possibility of the utilization to labor actual situation grasp on the 
basis of labor will as profit inflection of the “Tweeting System”.  
In this study, I assumed that I modelled it a problem structurally what kind of 
problem of the organization the “Tweeting System” solved how. I performed a 
semistructured interview for the “Tweeting System” users and arranged it by KJ 
method. From the result, I built the "Effect-Problem-Benefit Model” as an effect model 
of the “Tweeting System”. The “Tweeting System” promoted the construction of the 
place of the information circulation and social skill improvement, stress reduction, 
relationships. 
Then, based on the analysis of variance of the topic analysis of the tweet and two 
factors, I clarified a topic tweeted by the high/low overtime work. By the overtime work 
that will was high in, a feeling of expectation topic to enjoy a holiday making and spare 
time was extracted. By the overtime work that will was low, a negative topic to appeal 
for lack of the time and physical tightness was extracted. I think that labor actual 
situation grasp on the basis of the labor will of the employee is enabled by utilizing 
these results. 
This study suggested possibility to be usable in not only the software development 
company but also other organizations by having built an effect model of the “Tweeting 
System”. In addition, I think that labor management in consideration for a feeling is 
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休業または退職した労働者のいる事業所の割合は 8.1%となっている．  
本研究で対象とする自社製「つぶやきシステム」が導入されている企業であるソフ
トウェア開発企業に関しても同様のことが指摘されている．IT プロジェクト実態調査















指摘されている[西本 2006][仲谷ら 1994][Zhao ら 2009]．西本は，インフォーマル
コミュニケーションは組織内での情報共有に重要な役割を果たしており，たとえば，
喫煙室などではインフォーマルコミュニケーションによって，組織の壁を越えた知識
























図 1 「ういるめくす」概要図 
 
参加を表明している登録メンバは，毎朝 8：30 に｢今日の意志｣催促メールを受け取






































図 2 「ういるめくす」配信メッセージ例 
 
本研究の対象とする「ういるめくす」を構築・活用している企業 A は，ソフトウェ













続している[岩本ら 2012]．参加者数は 36 名であり，全社員の 28%に該当する．な
お，Twitter 日本語版は 2008 年からの開始であり，チャットツールの ChatWork は




















・登録者に毎朝 8 時 30 分に催促メール配信を行う． 
















次に，「ういるめくす」と企業内 SNS との違いを述べる． 
加藤[加藤ら 2014]による企業内 SNS の定義は次の①～④である． 
①個人が，限られた範囲のシステム内において，公開または一部公開のプロフィー
























































握への可能性を探る．6 章で，4 章，5 章の研究成果のまとめを行った後に，種々の観
点から考察する．さらに「ういるめくす」の貢献と限界について整理する．最後に従




























































結果として，プロジェクト期間中に 1 名が退職し，プロジェクト終了後，半年で 3
名のマネージャのうち１名が退職をした．また，夜間勤務が多かったメンバのうち，

















プロジェクト・メンバのうち，2 名がプロジェクトがほぼ収束した 32 か月目から休








































を表 1 で示す．図 8 で，プロジェクトの作業負荷比較を示す． 
    
表 1 プロジェクトの対象期間 
プロジェクト－A 1－10 か月 
プロジェクト－B 15－30 か月 
プロジェクト－C 11－24 か月 





図 8 プロジェクトの作業負荷比較 
 


















































































ュニケーションが，FTF から CMC に移ってきている[Zhao ら 2009]．企業や大学，
地域社会など，様々な組織においても範囲を限定した組織内ソーシャルメディアの利

































その内容として 3 つ以内の複数回答で，「職場の人間関係の問題」が最も多く 41.3％
にのぼる．また，過労死等の労災補償の請求件数は増えており，平成 27 年の勤務問題
















































本研究では，3.1 と 3.2 の課題を合わせて，「ういるめくす」がどのように個人や組
織に効用をもたらしているかを構造的にモデル化する（課題①）．（表 2） 












































4.3 節で「ういるめくす」の効用，4.4 節で効用モデルの構築，4.5 節で考察，4.6 節で
結論を述べる．  
（注 4_1）改正労働安全衛生法:平成 26年 6月 25 日公布，平成 27 年 12月 1日施行 
改正労働安全衛生法に基づく「ストレスチェック制度」の具体的な運用方法を定めた
省令, 告示, 指針を公表します 
<http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000082587.html> 









Twitter や Facebook など，ソーシャルメディアの利用が拡大し多くの人がつぶやく
ようになった．それに合わせて，「人はなぜソーシャルメディアでつぶやくのか？」と
いう疑問に対して，多くの研究が実施され，その理由や効用が明らかにされている． 
表 3 に，従来研究の整理を示す．川浦[川浦 2005]は，ウェブ日記の書き手が感じる
効用として，他者との関係に向かう効用（関係効用）と，解放感とともに自己に向か
う効用（自己効用）とがあることを指摘している． 















































































者の中で実施）である．回答者のプロフィールは表 4 のとおりである．  
 
表 4 回答者のプロフィール 
 
男性 女性 開発 営業
アンケート 5 3 7 1












図 10 「ういるめくす」の効用分析 
4.3.3. 分析結果 
アンケート結果で得た 86 回答を，KJ 法を用いて分類した．KJ 法の実施に関して
は，筆者とインフォーマルコミュニケーションの研究者 2 名の計 3 名で行い妥当性を






































































































































































図 12 効用－課題－効果モデル（Effect-Problem-Benefit Model） 
4.4.1. 場の構築 
各効用の関係性を整理するために，場の理論を用いる．場という概念は，さまざま
な分野において議論されている[野中ら 1996][Lewin1956][清水 1992][伊丹 1999][中
村 1988]．企業組織においては，人や組織のプロセスに内在された知識を経験資源と
して扱うナレッジ・マネージメントの中で，知識創造のための場として議論されてい
る[紺野 1998][遠山ら 2000]． 
社内ソーシャルメディアの場としての役割について言及した研究も存在する．加藤
ら[加藤ら 2009]は，企業内 SNS がこの場で相談してみようと思わせる親和の整った
場を構築することを示し，その場が代替案の提示や素早い問題解決を促進するモデル











































































































































































































27 年 12 月よりストレスチェック制度が義務化され，労働者の健康管理が行われてい













る企業も増えている．企業内の電子メディアに関する研究として，Zhao ら[Zhao ら 
2009]は，Twitter を対象に仕事におけるインフォーマルコミュニケーションのインパ
クトについて事例分析を行っている．加藤ら[加藤ら 2009]は，企業内 SNS につい
て，その有効性を構造化インタビュー調査により明らかにしている．また，山本[山本 









知識を得ることを目的とした研究は多く存在する[諏訪ら 2012][Bollen ら 2011]．例
えば，Twitter に投稿されるデータを形態素解析し，機械学習により著者の性別・年
齢・政党志向の推定を行った研究[Rao ら 2010][Burger ら 2011] や，つぶやきの感
情を分析する研究 [Bollen ら 2010]などがあげられる．また，投稿されるテキストデ
ータからトピックを抽出する研究として，トピック分析（具体的には LDA:Latent 
Dirichlet Allocation）[Blei ら 2003]を用いたトピックの推定や類似ユーザの推薦を行
う研究などがある[Pennacchiotti ら 2011]．トピック分析は文書をクラスタリングす
る代表的なトピックモデルであり，その応用は数多く存在している[牧田ら 2012][北











































































































分析対象とするデータは，トピック分析用としては，「ういるめくす」の 2007 年 6
月～2010 年 8 月および 2011 年 1 月～8 月のつぶやきである．つぶやきの総数は
9,479 件，対象者は月平均で 20.5 名，延べ参加人数 36 名中，つぶやきメッセージを
一切記入していない 1 名を除いた 35 名のつぶやきである． 
さらに，上記データの内，残業時間が取得できた 2010 年 4 月～8 月および 2011 年
1 月～8 月のデータをトピックと今日の意志および残業時間との関係分析に用いる．つ
ぶやき数は 2,087 件で，対象者は月平均 15.1 名，延べ参加人数 23 名である．この間
の各ユーザの１月当たりの平均投稿数は 10.7 件である． 
これらのデータの今日の意志の統計情報，および残業時間の統計情報は以下のとおりで
ある． 
表 6 今日の意志の統計情報 
件数 2,087  
平均 2.35  
分散 0.52  
標準偏差 0.72  
 







体的には休職明け等で就業時間が少ない場合の 6 例と，極端に多い場合 2 例を除き，



















図 13 つぶやきトピックと今日の意志による残業時間の分析 
 
分析は，2 段階のステップに分かれている．第 1 ステップにおいて，つぶやきから
トピックを抽出する．第 2 ステップにおいて，抽出したトピックと今日の意志および
残業時間との関係を明らかにする．  
5.4.3.1. 用語抽出と LDAによるトピック抽出 
第 1 ステップでは，つぶやきの集合（文章）からトピックを抽出する．つぶやきの
集合（文章）としては，先行研究[Steyvers ら 2004]を参考に，1 ユーザのある一定期
間のつぶやきを 1 文書として扱う．本章では 1 か月毎に集計された残業時間のデータ
と結びつけるため，1 ユーザの 1 か月のつぶやきを 1 文書とした．この文書群に対し
て形態素解析を用いて，各文章に含まれる用語を抽出する．形態素解析の辞書には
NAIST-jdic に，はてなキーワードの名詞を追加し，名詞・動詞・形容詞を抽出する． 





























要因分散分析を行う．ここで，今日の意志の A: 絶好調，B: 好調，C: 不調，D: 絶不
調の 4 値について，A，B を意志の高いグループとし，C および D を意志の低いグル
ープとする．A，B，C，D をそれぞれ 4 点，3 点，2 点，1 点とし，各人の 1 か月の
今日の意志の平均値を用いて，2.5 超を意志の高いグループ，2.5 以下を意志の低いグ
ループに分けた．また，残業時間の長短については，対象データの残業時間の中央値
















つ提示した．その結果，最小 3 文字，最大 520 文字，平均は 7.0～344.0 文字となって






最大 最小 平均 標準偏差
1 468 193 344.0 76.4 25
2 489 28 288.0 103.7 46
3 418 137 272.0 69.6 46
：
17 363 23 141.7 76.1 38
18 312 12 129.3 78.4 24
19 293 41 124.0 53.5 29
：
33 43 3 16.0 11.1 21
34 27 3 13.0 9.7 5














1 ユーザの 1 か月のつぶやきを 1 文書とした結果，対象データは 963 件となった．
この文書群について形態素解析を行い，3,887 用語を抽出した．これらの用語を要素
とし HDP-LDA を適用した結果，50 個のトピック T0～T49 が抽出された．（巻末の付
録１に「抽出されたトピック（T0～T49）」として一覧を掲載）本研究では，HDP-
LDA の計算に Java 言語による機械学習のツールキット MALLET(MAchine 
Learning for LanguagE Toolkit)(注 5_1)を用いた．この結果トピック数 50 が選定さ
れ，トピックモデルの性能を評価する一つである perplexity [Blei ら 2003] を 10-
fold cross validation により検証したところ，同様にトピック数 50 の性能が良いこと
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表 9 トピックを生成する用語とつぶやきの例文 
トピックID 用語（上段）とつぶやきの例文（下段）
風邪 娘 咳 結局 人 予定 母 幼稚園 今度 ぢ 
娘、一週間下痢中。
朝 新潟 い|ない 時 週末 夏休み 混雑 心配 人 さむ 
週末りんご畑の田舎暮らし。
痛い 喉 朝 今週 て|ない 今朝 電話 昨日 取れ|ない 久々 
微妙に喉痛い。
昨日 何 傘 昨夜 先 方 今 よう 重い 東京 
週末だぁ～!!週末来週にかけて予定が(^_^;)。
良い 天気 今日 明日 回復 いつ 階段 週 晴れ間 これ 
絶好の花見日和じゃないですか。
私 海 久々 仕事 蔵 子供 終了 気分 末 今週 
週末もゆっくりできない。終末か？。
明日 気持ち 今週 眠れ|ない 悪い 子供 本 差 内 よう あと 
気持ち悪くて目が覚めた。
雨 朝 晴れ 富士 冬 風 寒い 寒 寒く 眠い
富士白く紅葉深まり寒さも凍みる。





























表 10 有意となったトピック ID の有意確率と F 値 
今日の意志X残業時間
有意確率 F値 有意確率 F値 有意確率 F値
T0 0.016 5.938 － － － －
T4 － － － － 0.016 5.916
T7 0.041 4.217 － － － －
T14 － － － － 0.031 4.705
T22 0.007 7.492 － － － －
T24 0.039 4.304 0.01 6.782 － －
T32 － － － － 0.017 5.787
T34 0.033 4.595 0.011 6.57 － －






















表 11 T4 の今日の意志と残業時間の統計値 
 
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
今日の意志低 0.0203 0.0118 0.0175 0.0073












表 12 T14 の今日の意志と残業時間の統計値 
 
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
今日の意志低 0.0195 0.0099 0.0230 0.0131











表 13 T32 の今日の意志と残業時間の統計値 
 
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
今日の意志低 0.0223 0.0127 0.0167 0.0095









































































































































































































































































































6.2.2.1. 企業内 SNSと「ういるめくす」の比較 
本研究で対象とした企業内つぶやきシステムである「ういるめくす」を，企業内
SNS と比較する． 












表 14 企業内 SNS と「ういるめくす」比較 















































































































































「ういるめくす」が長期使用された理由としては，以下の 2 点が考えられる． 
① 手軽で負担が軽いにもかかわらず，参加者が効用を感じられたため． 















現在では，もっと高機能の SNS やチャットツールが利用できるが，①1 日 1 回，②1 行
のつぶやき(省略可)，③フリーライドなしの 3 点は有効と考える．「ういるめくす」は 2004
年からの開始だが，2006 年から開始された Twitter では 140 文字という文字制限となって
いる．これは，「ういるめくす」の 1 行のつぶやきという制限と同様に長文を書かなくても
良いという精神的プレッシャーを緩和する機能があったと考える． 
また，1 日 1 回の制限や返信不要であるという点は，SNS 疲れを回避するのに役立つと
考える． 













「ういるめくす」の効用を図 17 に示す． 
 
 












































た．これにより，4 章，5 章で取り組む課題 1 および課題 2 を明らかにした．  














































FTF：Face to Face 
CMC：Computer Mediated Communication 
SNS：Social Networking Service または Social Networking Site 
LDA：Latent Dirichlet Allocation 





















































































































表 2 主な関連研究と本研究の位置づけ －2 
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付録 1 抽出されたトピック（T0～T49） 
トピック ID 用語（上段）とつぶやきの例文（下段） 
T0 
風邪 娘 咳 結局 人 予定 母 幼稚園 今度 ぢ  
娘、一週間下痢中。 
T1 
最近 時間 前 し|ない もの なん 普通 何 こと 腰  
やっぱり薬無しはダメダメ。 
T2 
中日 阪神 ヤクルト 広島 試合 横浜 読売 回 点 勝   
中日 ６－７ ヤクルト 山本昌、６回に崩れる。 
T3 
目 雨 気温 駅 みたい 風邪 人 夏バテ て|ない  
やっぱ三茶はいいなー。 
T4 
朝 新潟 い|ない 時 週末 夏休み 混雑 心配 人 さむ  
週末りんご畑の田舎暮らし。 
T5 
眠い 無い 三茶 何 寝不足 家 難しい 線 色々 発見  
さてさて、今日はどんな難題が待っているのか？。 
T6 
分 渋谷 副都心線 こと 遅延 夏休み ところ 早い 頭 画面  
副都心線急行２４分で渋谷。 
T7 
痛い 喉 朝 今週 て|ない 今朝 電話 昨日 取れ|ない 久々  
微妙に喉痛い。 
T8 
時間 仕事 ない 今日 携帯 事 中 いつ 今週 体 
今日は自分の仕事だけをします。 
T9 
時間 週末 風邪 次 こと 台風 ー 今夜 よう うち  
最近遅刻したり休む夢をよく見る…。 
T10 
今日 気 久しぶり 日 あれ 雨 最近 悪い せい 間  
常磐線から花火をみた。ちょびっとだけだったけどね。 
T11 
会社 し|ない 的 気 大変 日 医者 土日 人 ぶり   
文化の日は快晴。久しぶりに我が家の妻と森林公園でひと時。 
T12 
年 中 通勤 腹 ちょっと 気 親 復活 茶 期待  
通勤中に聴いてしまったのが原因か。 
T13 
中 今日 雨 俺 連絡 まま 円 感じ はず 必要  
ただいまつばめ三条で女子高生が隣に座る。 
T14 
昨日 何 傘 昨夜 先 方 今 よう 重い 東京  
週末だぁ～!!週末来週にかけて予定が(^_^;)。 
T15 




トピック ID 用語（上段）とつぶやきの例文（下段） 
T16 
今年 風邪 朝 方 思わ|ず 面白い 発見 多 みんな 調整  
飲んでも仕事でも帰りの電車は同じ時間、やな生活だ。 
T17 
さん 筋肉痛 作業 中 車 なし 今月 ー クーラー 仕様  
今日みたいな日しか出来ないこともあるさ 客先は休みだし。 
T18 
前 何 ない 屋 最高 メール せい あと 微妙 台風  
色々と痛い。帰り道で風邪をひいてたことに気づいた。 
T19 
よう ない 早い なし 毎日 夢 度 問題 人 円  
うぅ～。。。安心して寝られなくなってるかも。 
T20 
日 そう もの 週間 腰 明日 原因 ない 寝不足 つらい  
今夜も明日もあさっても、その次も働きますか。飲みすぎた分。 
T21 
さん 家 こと 高い 時 新人 NALGO 忙しい 肩こり 者 
二度寝してちょっとあせった。首肩こりこり。 
T22 
良い 天気 今日 明日 回復 いつ 階段 週 晴れ間 これ  
絶好の花見日和じゃないですか。 
T23 
人 ない ダメ こと 暑い 我が家 注射 日 まずい 最近  
うつが薬で完全治療されるってのはデマですお。 
T24 
私 海 久々 仕事 蔵 子供 終了 気分 末 今週  
週末もゆっくりできない。終末か？。 
T25 
寒い 暑い 今日 外出 中 外 会社 社内 コート 梅雨  
寒いの、暑いの、外と中にギャップありすぎ。 
T26 
ちょっと 早く お腹 状態 びっくり 後 どこ 話 家 今年  
秋なのに、秋ですから、秋だから。 
T27 
日 目 首 悪い 筋肉痛 疲れ 車内 感じ 中 事故 
呼吸するだけで疲れる 29日目。 
T28 
時 人 メール 分 期 休み なん 最高 上 線  
二月で２人休職、一人担当外れる。大丈夫か？ 
T29 
今日 休み 頭 調子 寝不足 週末 楽しかっ 窓 感 インフル  
今日も良い天気だ。休みでないのが残念。 
T30 
そう こと 新潟 度 もん 最近 山手線 バグ 薬 昨日  
人様のプログラムを引継ぐもんじゃないな、バグオンパレード。 
T31 
デビュー 憂鬱 涼しく 財布 夜中 やばい 発生 本当 ・・・ orz  
熱は引いたけど喉がごぼごぼ。ゲボゲボ。やる気が削がれる。 
T32 




トピック ID 用語（上段）とつぶやきの例文（下段） 
T33 
早く 週末 爽やか バグ 寒い 目 大変 駅 末 時半 
寒くて眠くて布団から出らんない。 
T34 
雨 朝 晴れ 富士 冬 風 寒い 寒 寒く 眠い  
富士白く紅葉深まり寒さも凍みる。 
T35 
orz 頭痛 悪い 寝坊 ネタ 通り ー 大雨 すごい 田園都市線  
体力の衰えを実感…そして来襲（not 誤字）に向けて準備せねば。 
T36 
ー 日 前 もの 寝不足 微妙 洗濯 今年 人 顔  
やや寝不足。2時間じゃ足らん。 
T37 
こと 様 昨夜 何 長い 結局 それ よかっ 手 目 
まだまだ人間できてないおれ、飲んで文句いう。 
T38 
何 気 昨日 すごい て|ない 日々 今 すごく よかっ これ  
肩や首に負担をかけないネックストラップの使用方法を開発中。 
T39 
雨 季 節 体調 夜 布団 ゲット 自分 中 階段  
気候変動に身体がついていかない。 
T40 
今日 なん 杯 君 無理 携帯 期待 休み ビール 電車 
2連続ともなると朝から素敵にやる気がそがれるわけでして。 
T41 
すぎ 調子 本 円 バス 時間 薬 目覚まし 点 倍  
薬のにおい落ち着く～。 
T42 
花粉 雪 春 桜 元気 鼻 欲しい つもり 頭 雨  
梅が咲く春が近づく花粉と共に。 
T43 
週末 日本 そう 的 感じ 体力 ため 膝 復活 夏  
。今日こそ高校野球検定で Aランク・・・の予定。 
T44 
電車 遅延 朝 気分 分 いろいろ 良い 頭 欲しい 手  
良い天気電車遅延でぎりぎりか。 
T45 
ちょっと 寒い 中 みたい どこ 全部 秋 ところ 本 一番 
雛祭りだけど、冬みたい。 
T46 
最後 明日 疲れ 残念 早く 野球 連休 状況 心 去年 
これが最後、本当に最後、最後の一杯、もうこれっきり、で４杯か。 
T47 
久しぶり 開幕 水 早く 太子堂 期 悪い 今日 結局 足  
週末、体を酷使しすぎた・・・筋肉痛。 
T48 
眠い ・・・ そう 地震 出社 本日 筋肉痛 痛い 靴 富士山 
疲れが抜けてない。疲れが残りっぱなし 
T49 
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